
平成17 年10 月 対象者勤務事業所にて健康相談実施（所要時間約２０分） 

（１）保健師とA 氏との プロセスレコード 

保 健 師 対 象 者（A 氏） ポ イ ン ト 

（相談開始の挨拶が交わされ

た後） 

Ａさんは、今日ここでど

んな事がお話できれば、

来て良かったと思われる

でしょうか？ 

 

Ａさんは健康を維持する

ために、日頃どんな事に

心がけておられますか？ 

 

 

それは頑張っていらっし

ゃいますね。（保健師パソ

コン上のデータを一緒に

見ながら）Ａさんは、既

に健康に良い事を実践し

て、その結果が、血糖値

が８８と基準値範囲でキ

ープできている事などに

も表れていますね。 

これは、Ａさんの日頃の

心がけの成果が表れてい

る結果だと思いますよ。 

そうですね…健診結果を

見たら体重が増えてきて

いるし、コレステロールも

少し高いので、それについ

て、どんな事に気をつけた

ら良いかがわかるといい

と思います。 

実は、ビールは週 3 日ま

でと決めているんですよ。

（この他、間食と甘味飲料

を控えるよう心がけてい

る事が語られた。） 

そうか、こうやってデータ

を見ると、糖尿病が予防で

きているのがわかります

ね。確かに毎日飲んでいた

頃に比べると、体重も少し

減ってきたな。 

 

 

 

嬉しいですね、これからも

継続しようと思います。 

 

対象者の、相談に出向いた

目的を尋ね、こちらが対象

者のステージで進めるス

タンスである事を示す。 

健診結果を把握しておら

れるところから、関心期以

上であると判断。 

ステージを見極める質問。

既に実施されているポジ

ティブな行動を引き出し、

健康行動への取り組みの

気づきを促し、強化する。

「保健師パソコン」の経年

個人データ、「健康チェッ

クシート」のグラフ提示等

により、情報の客観的・視

覚的把握を促す。「生活習

慣についてのお尋ね（問診

票）」の情報などからも、

対象者のポジティブな行

動を見つけ評価していく。

健康行動の効果を強調し

継続の思いを引き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

（財団作成パンフレット

を示し、体重減少でコレ

ステロールが低下する事

を説明、併せて体脂肪測

定・血圧測定も実施する）

それでは、どんな方法で

あれば、Ａさんが無理な

く体重を落とすのに役立

つと思われますか？ 

いいですね。以前は、ど

うやって走る時間を作っ

ておられたのですか？ 

では、もしジョギングを

再開したとしたら、今と、

どんなところが違ってく

ると思いますか？ 

他にはどうですか？ 

 

では、もし、走るとした

ら、どんな条件が揃えば

実行可能でしょうか？ 

ただ、体重がなかなか減ら

なくて…。まずは、85 キ

ロ（－3 キロ）になると楽

だと思うけど…。体重が減

ったらコレステロールに

も効果がありますか？ 

 

 

 

 

 

以前、ジョギングで70 キ

ロ台まで落とした事があ

るので、やはり、走る事で

すかね。 

（ジョギングを継続して

いた時の工夫が語られる）

 

そうですね…、体重が落ち

て、仕事で動くとき、身体

が軽くなって楽に動けて

いると思います。 

（体重が落ちたときのメ

リットの数々が語られる）

朝は無理だけど、夕方残業

がなければ時間は取れそ

うですね。 

減量への意欲を語られた

ので、準備期と判断する。 

対象者が取り組める具体

策を探る。 

 

 

「財団作成のパンフレッ

ト類」活用により、予防の

具体策を情報提供する。

「体脂肪計」「血圧計」を

用い、動機付けを強める。 

対象者自らが、実行可能な

方法を探り始める。 

 

 

中断の理由ではなく、どん

な時、継続できていたかを

聞き出し、印象付ける。 

対象者の目標を引き出す

質問をして、具体的にイメ

ージしていただく。 

 

目標を達成した時のイメ

ージを強化する。 

Ａさんが、すぐに取り組め

るための具体策を引き出

す。 
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